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第１章 地域活性化

 １．駅前商業エリアのエアーポケット化

　私の自宅（葛飾区）近辺の駅を観察すると、乗降

客自体は決して少なくないものの、駅周辺に忽然と、

駅利用客が立ちよらない、エアーポケットのように

活気のないエリアが存在することに気がつく。駅利

用客の多くは、この地域に住居・職場を持つ、地域

生活・地域経済の主役であるし、駅周辺の土地は、

一般的に利用価値が高いと考えられる。それにも関

わらず、駅利用客によって周辺地域が十分活用され

ていない状況は、もったいないし、変えられるもの

だと考えている。まず、このような状況が生まれた

要因を二つ指摘したい。

　今までの駅前整備方針は、交通結節点としての利

便性・機能強化に重点を置き、以下のような施策を

実施した。

　① バス停留所や自転車置き場を改札近辺に設置

　② 線路の高架化、交差する幹線道の立体交差化

　（ちなみに交通結節点とは、一般には異なる移動

手段を乗り継ぐ場所のことだが、ここでは都内の通

勤路線沿線の駅前で見られるような、電車～バスや、

電車～自転車を相互に乗り継ぐための駅周辺エリア

を指している）これらは、開かずの踏切による渋滞

や、放置自転車による美観・安全上の問題解消、あ

るいは乗り換えの利便性向上、バリアフリー実現と

いった長年の課題を解決するものである。
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　だが駅前が交通結節点として整備され、商業エリ

アを経由しない効率的な通行が実現すると、地域住

民の素通り（ストロー効果）によって駅周辺地域が

衰退しただけでなく、そもそも駅周辺地域が商業エ

リアとして感知・関知されない状況が生まれてし

まった。

　また、この状況には最近の消費者行動の変化も関

わっている。消費者は、一方では買い物自体をイベ

ント化して楽しむ傾向と、他方では日常の買い物を

自宅～職場・学校間など生活動線上のごく狭い範囲

で済ませる傾向の、両方が強くなっている。この変

化を機会として捉え発展したのが、巨大ショッピン

グ・モールやアウトレット・モール（買い物のイベ

ント化）であり、インターネット販売や「駅ナカ・

駅チカ」（生活動線上にある商業エリア）であること、

逆に、この変化が駅前商店街のような従来の商業エ

リアにとって、大変な脅威であることは、広く知ら

れていると思う。

 ２．駅ナカ・駅チカに倣い、駅前エリアを活性化

　今回の提言は、上記背景を踏まえ駅周辺地域（駅

のそば～駅ソバ）を、駅からバス停・駐輪場へ至る

生活動線として捉え直し、この動線と駅前商業エリ

アとを一致させるものである。以下、大きく三通り

の進め方を例示したので、参考にされたい。
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ブサイトでは10の地場産業団体が紹介されている

が、団体のほとんどはホームページどころか、電話

番号を探すことも困難である。区は各団体と共同で、

「駅ソバ」として機能する小空間（展示会2、3コマ

相当～１コマ約3ｍ×3ｍ）を確保して、地場産業

のショールーム、アンテナショップ、商談スペース

などを設営・運営し、情報発信やマーケティングを

支援して欲しい。

② 駅前で、たこ焼きの屋台や生活用品の露店など

が現れるような空間を「駅ソバ」と捉えて、飲食・

小売業等の起業支援スペースとして活用する。区で

半常設の屋台・簡易店舗を設置して、起業希望者に

低廉な賃料で貸し出すと共に、各種経営指導を行い、

売上拡大と早期自立を支援して欲しい。

（３）駅の移設・新設
　駅前再開発・駅舎建て替えなど、駅そのものを駅

ソバ創出の拠点として最適化する方法である。コス

ト・時間がかかり、短期的な実現性は低いが、長期

的な街づくりに駅ソバの視点を盛り込み、今後の計

画に生かすことが求められる。

① 常磐線金町駅では、区が東京理科大学を誘致し

たことで、駅北口周辺の数十ｈａが交通結節点とし

て整備される見込みである。区やJR東日本、地権

者の皆さんは是非、学生や地域住民の生活動線を意

識した駅ソバを創出し、駅周辺にさらなる活気をも

たらして欲しい。

② JR東日本では関連会社（株式会社JR東日本ス

テーションリテイリング、株式会社アトレ）が、駅

利用客の生活動線を生かした商業施設（エキュート、

アトレなど）を展開している。区はこれを意識して、

京成電鉄等と協業して地域密着型事業（駅舎と駅前

商店街の一体化など）を立ちあげ、区内の各駅に駅

ソバを創出して欲しい。

　

　紙面の都合もあり、かいつまんで説明した。

　詳細については、是非御相談頂きたい。

（１）バス停・駐輪場の移設・新設
　「既存の駅～既存の商業エリア」を通りぬける動

線の延長上に、バス停・駐輪場を移設・新設する方

法である。コスト・時間を比較的おさえつつ、イン

パクトの高い街づくりが可能である。

① 京成立石駅は、活気溢れる駅前エリアがテレビ

番組でも紹介されている。この賑わいの要因として、

もちろん各商店の取り組みも大きいが、例えば駅南

口と幹線道路（奥戸街道）のバス停を、二つの商店

街（立石駅通り商店会、立石仲見世共盛会）が結ん

でおり、期せずして「駅ソバ」のコンセプトに近い

こともプラスに作用している。区は京成タウンバス

と協業して、この奥戸街道沿いにバス路線の増発や

バスターミナル・駐輪場の整備を行い、「駅ソバ」

機能を強化すると同時に、同コンセプト実現のモデ

ル・ケースとして欲しい。

② 常磐線綾瀬駅は、駅西側の高架下にあるバスター

ミナルと交差点が生活動線を分断し、特に駅南西側

がエアーポケット化している。そこで足立・葛飾両

区は関係機関と協議し、駅北側を西方向、駅南側を

東方向に、駅を反時計廻りに周回する一方通行路に

して、歩道や駐輪場のスペースを確保し、さらに商

業エリアを周回するようバス停を再配置すること

で、駅周囲を「駅ソバ」化して欲しい。

（２）商業エリアの移設・新設
駅からバス停・駐輪場へ至る既存の駅前空間を、商

業エリアとして最大限活用する方法である。コスト・

時間を比較的おさえながら、広さに制約がある駅に

も幅広く展開可能である。

① 葛飾区は製造業支援に力を入れており、区のウェ


